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　　　　　～～　ボランティア活動を通して得た経験　～～ 
本田純平 

新年明けましておめでとうございます。オランダ北部、フリースラント州レーワル
デンのNHLstenden大学に在学中の本田純平と申します。日本では大分大学の経済学
部に在籍しており、交換留学生としてオランダに参りました。 

この記事では、ボランティア活動をすることになった経緯とその内容、そして所感
と今後の展望について述べさせて頂きます。 

ボランティア活動をするに至った経緯 

私は、大学のマイナーと呼ばれる学期毎に履
修できるプログラムの一部に、”Volunteering”
が必修で組み込まれていました。それは、自ら
任意の組織、団体を探し出し規定時間以上ボラ
ンティア活動をし、報告書をまとめるというも
のでした。私には、オランダに在住する日本人
の役に立ちたいという思いが軸にありました。
ネットで検索しヒットしたのが、まさしく
「NALC HOLLAND」でした。そこには、オラ
ンダ在住の日本人のボランティア活動をサポー
トする団体、とあり自分の、オランダ在住で、
助けを必要とする人々の少しでも力になれれば
という思いと合致し、コンタクトをとる事を決
意しました。 

活動内容①　ＮＥＭＯ茶房にて 

私のボランティア活動は、「オランダ在住の
日本人の孤独化、孤立化を防ぐ為に何ができる
のか」というテーマがあります。私の大学での
専攻が欧州学、政治学、特に移民管理、移民問
題について扱っているので、オランダ在住の日
本人も、私を含め広義で言う「移民」に相当す
ると考えます。講義では触れられない、移民一
人ひとりの暮らし、心情や抱える問題に焦点を
当て、構造的な問題を解明し、また心理的にど
のようなサポートが出来るかという問題提起の
もと、ボランティアを開始しました。最初の活
動は、「Stiching Hirado-Noordwijk(平戸－
ノートワイク財団)」と日本人の交流会のコー
ディネート、会場準備などでした。場所はアム
ステルダムに隣接したアムステルフェーンという

日本人が多く住む地域で、ＮＥＭＯ茶房という
喫茶店で行われました。準備段階では、自分が
組織の担当の方に対し送った連絡等に全く返事
がなく、正直辛い思いもしましたが、最終的に
は同じくナルクの会員の大塚さんのサポートも
あり、ビデオ通話等でコミュニケーションも円
滑に進める事ができました。当日は、オランダ
と平戸の歴史、関係性、今年行われるイベント
の計画等について担当のSjefさん始め多くの方
から興味深い話を伺う事が出来、興味深い経験
となりました。また、その交流会には、年代問
わず多くの日本人に足を運んでいただき、楽し
んで頂けた様で、大変貴重な経験となりやりが
いがありました。 

活動内容②　きょうだい児の男の子のサポート 

　次に私が経験したボランティア活動は、自閉
症の姉をもつ、４歳の男の子のサポートをする
というものでした。その男の子は、普段は幼稚
園の年中組として通っているのですが、自宅で
は、どうしても自閉症を持つお姉ちゃんの方に
補助や注目が向いてしまい、寂しさや孤独感に
苦しむ事があるという事でした。

「Stiching Hirado-Noordwijk(平戸－ノートワイク財団)」 
　とのミーティングの様子
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病気や障害を持つ子どもの兄弟は、きょうだい
児（オランダ語でBrussen）と呼ばれ、行政を
挙げてサポートするシステムがあるほど一般化
しています。男の子のお宅に伺った最初の段階
では、男の子も緊張気味で、また距離感を図る
のがやや難しかったですが、1－２時間ほどで打
ち解け、お互いに笑顔が増えて楽しく遊ぶ事が
出来ました。男の子のお宅に、男の子が好きな
おもちゃが沢山あり、遊び道具に困らなかった
事が幸いしたのかもしれません。また、男の子
はまだ4歳児ですが寛容で好奇心旺盛な、良い性
格を持っておりコミュニケーションが容易でし
た。ただ、4歳児の男の子と遊ぶ際に、4歳児に
しては複雑すぎるルールを提示し、男の子を混
乱させてしまう事もありました。長い時間遊ん
でいくうちに、何が楽しい、退屈だ、難しいと
いうのは言動や所作から容易に把握できるよう
になりました。後半は、男の子の些細な表情の
変化を読み取りつつ、男の子のキャパシティの
範囲内でどれだけ楽しませることが出来るかを
テーマに、自分も時間を忘れて一緒に楽しんで
遊ぶことが出来ました。4歳児は、それまでの一
人遊びから、集団でルールを覚え遊ぶ事が出来
るようになる大事な時期でもあります。その期
間に、簡単過ぎるとすぐに飽きられてしまう、
難しすぎると混乱させてやる気をなくさせてし
まうという単純ではあるがバランスの難しい状
況をともに乗り越える事が出来た様に思いま
す。また、時間の経過とともに互いに信頼関係
も生まれ、相互に何を要求しているのかを把握
できるようになりました。どんなに年齢差がる
あるとしても、人間関係の基礎はやはり「信
頼」だという事を改めて考えさせられ、学ぶ事
が出来ました。そして、この研究の軸でもあ
る、男の子の孤独感を少しの時間でも和らげる
事が出来た様に思います。そもそも、のびのび
と自由に男の子と遊ぶ機会を与えて頂いたご両
親の理解と姿勢には感謝してもしきれません。
４歳という発育の中でも重要な期間に関わるこ
とが出来ただけでも貴重な経験であり、大変意
義深い事です。 

ボランティアを通して得たもの。 
これからについて　 
　実は私は大学の講義にあまりついていけず、
常にクラスメイトに助けられるといった日々が
続いていました。周囲の友人、クラスメイトに
常に助けられる側であって、誰かの役に立って
いる実感がなく無力感に苛まれていました。そ
の中で唯一、自分で始めから計画を立て、実行
し、成果を得たのがこのボランティア活動でし
た。その意味で学ぶことは非常に多く、最も充
実した時間でした。また、時間の経過と活動の
密度とともに、携わらせていただいた多くの皆
様との信頼関係も築くことが、僅かならにも出
来たと感じています。これは、到底お金に換え
られない事です。一番強く感じた事が、どんな
にお金を掛けて物を手にした時よりも、ボラン
ティア活動を通して得た無償の笑顔や感謝、男
の子に楽しんで貰えた経験の方が幸福感は大き
く、意味のあるということです。ここにボラン
ティア活動の本質がある様に思います。私は今
学期で留学期間を終え、日本に帰国します。帰
国後に特に自分に出来る事は、短期的には、オ
ランダから日本に留学する予定の友達の言語や
手続きのサポートです。まずは、身近な家族、
友人から自分の経験とボランティアの素晴らし
さ、意義を伝え、長期的には、助けが必要な
人々のサポートを続けていきたいと思います。 

終わりに、 

このボランティア活動を支
援して下さったナルクオラン
ダの岩崎会長をはじめ、役員
の河南さん他、お世話になっ
たすべての関係者の皆様に心
より感謝を申し上げます。 
また、今後のナルクオランダ
のオランダの益々の発展と、 
皆さまのご健康をお祈り申し
上げます。
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オンラインポットラック報告（2021年9月~12月） 

一品持ち寄りで気楽に集まり、ボランテイア体験談など、テーマを決めて話しあい。
そんな集まりがきっかけで、困っていることを助けてくれる人が見つかったり、人のお役に立てる
ようになったり。それが「ポットラック」です。ナルク オランダでは河南さんや長田さんがご自宅
を開放してくださっていました。現在はコロナのせいでそれはままなりませんので、オンラインで
実施しています。毎月一回、日曜日の午後に２時間ほど。みなさん、どうぞご参加ください。以
下、半年間の概略レポートです。また、JACOPの様子、「ふるさとの家プロジェクト」の話も飛び
出しました。　残念ながら、コロナが収まるのはまだ先の話のよう。みなさん、オンラインでもぜ
ひご参加下さい。 

「コロナ罹患体験」 
14歳の次女が罹患。家の中での隔離が難し

い。17歳の長女はあいにくその頃、学校の試
験期間中で、結局長女が別居、と、負担をかけ
てしまった。別の時期に長女と両親も罹患。コ
ロナ対策としては、普段から免疫力アップで体
調管理することだと思う。 

「ボランテイア活動の様子」 
• 福祉施設でのボランテイアとしての出入りは
コロナの為、制限されている。 

• 2年間ボランテイアに行っていないとリスト
から名前が削除される。 

• 会員同士で庭掃除、食事はこびの訪問が続い
ている。 

• 日蘭ネットと協力体制を。 
• 地域での小さな助け合いの活動はオランダの
あちこちで見られる。 

• ボランティアをしている会員にも支援が必
要。高齢者が亡くなった後、その高齢者を支
援していた人が精神的に問題を抱えるケース
がある。話しを聞くなどの支援が必要と思わ
れる。 

「高齢オランダ人との交流」 
NEMO茶房近隣の高齢オランダ人との交流

の場を。オランダ語、文化を学んだりできる。 
オランダ人高齢者が孤独を感じている、という
調査を見て発案。地域社会への貢献。 

「留学生のボランテイア活動を応援」 
大分大学からの留学生H君のオランダにおけ

るボランテイア活動をナルクが応援。　主に
JACOPの活動を通してボランテイアを実施し
てもらった。 

「平戸-Noordwijk Foundation 」との交流 
この団体が2022年6月に日本祭を開催する

とのことで、ナルク としてテーブルを借りて広
報に勤める予定。 

「総会について」 
NEMO茶房の2階を借りて行い、対面と、　

オンラインの両方で参加できるようにしたい。 

（東）
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ご存知ですか？　　　　　注文をまちがえる料理店 

　「ホールで働く従業員はみな認知症の方々です。ときどき注文をまちがえるかもしれないことを
ご承知おきください。『こっちもおいしそうだし。ま、いっか』そんなおおらかな気分が日本中に
広がることを心から願っています。」こんなイントロで始まる「注文をまちがえる料理店」のウエ
ブサイト　http://www.mistakenorders.comでは過去に開催された期間限定のレストランの様
子を明るく映し出しています。 

働く人たちは認知症で、概ね高齢の方々。元
気な笑顔で接客しています。頑張ってもどうし
ても注文を間違えてしまう。。。。お料理を載
せたお盆を持ったものの、どこへ運ぶのかわか
らなくなる。お客さん用のお水を飲んでしまっ
たり、注文をメモに書くのをお客さんに手伝っ
てもらったり。でもみんなニコニコして、は
しゃいでいる気持ちが画面からガンガンと伝
わってきます。そして、てんやわんやのお仕事
終了後、封筒に入ったお給料がが一人一人に配
られて（受け取るのもすごく誇らしげで嬉しそ
う！）楽しかったイベントは、おしまい。 

認知症の母親と同居している娘： 
• こんなに笑う母を家で見た事はありませ

ん。今日あったこともすぐに忘れてしまう
けど、その場で楽しんでくれれば。 

普段、施設の中で世話をしている介護士： 
• 「今日はこんな私が役に立ったのよ」、と

喜んでおられました。この笑顔が、この人
の本当の顔なんだな、と今日、つくづく思
いました。介護士として働いてきた長年の
ことを振り返る良いきっかけとなりまし
た。 

• 認知症にもいろいろあるのに、残念ながら
今の社会は「A子さんは認知症の人」で十把
一絡げ。そうではなくて「（認知症を抱え
た）A子さんという人」で捉えないといけ　
ない。 

🌱 「認知症は世間で誤解されており、罹患者は
時に社会から隔離されている。そうではなく
て、認知症の人も一緒に過ごせる、寛容で誰も
が生きやすい社会を。」と主催者は呼びかけて
います。　このユニークな名前のプロジェクト
は多くの人に好意的に迎えられたようで、似た
ようなお店（”ハプニングラーメン” ”世界一やさ
しいレストラン”など）ができているのだそうで
す。多くの人が認知症への考え方を改める 
きっかけになるといいですね。　　　　（東）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主催者への面白いインタビュー記事がこちらでも
読めます。 
https ://nakamaaru .asah i .com/art ic le/
12660339　 
「注文をまちがえる料理店」プロジェクト誕生の
裏話： 
テレビ局のディレクターが認知症の人のための施
設を訪問。そこは自分でできる事は自分ですると
いう方針で、入居者数人が一緒にハンバーグを作っ
ていた。ところが出来上がったのは餃子。あまり
のまちがいっぷりに、「あれ?　ハンバーグを作る
んじゃなかったの?」と、のど元まで出かかった。
でも誰も困っていない。それどころかみんな楽し
そうに食べている。その経験が「注文をまちがえ
る料理店」につながった。 

https://nakamaaru.asahi.com/article/12660339
https://nakamaaru.asahi.com/article/12660339
https://nakamaaru.asahi.com/article/12660339
https://nakamaaru.asahi.com/article/12660339
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テレビ番組:  “ Restaurant Misverstand “ 

自分の年齢を10歳間違えて言ったり、子供の名前もスンナリとはでてこな
い。若くしてアルツハイマーを患ってしまった50～60歳代の人が10名ほど集
まり、プロのコックさんの指導のもとにレストランで働く、という全６週間の
プロジェクトの様子をテレビ番組にまとめてあります。 
主催は Alzheimer Nederland 。 

参加者は、（一人を除いて）horeca 経験ゼ
ロ。「魚は嫌い」と言いながら恐る恐る魚を捌
く人。４枚の小皿を取りに行ったのに10個のグ
ラスを持ってきてしまう人。数枚のナプキンを同
じように畳む事が出来ず泣き出す人。そんな人
たちが各種トレーニングの後、料理と接客の仕事
をする様子をカメラが追っています。注文を聞い
たのにキッチンに言う時に間違えてしまい、「私
の頭はロジックに働かないの！パンクしちゃっ
たの。」と泣き出す人。料理の名前を覚えられ
ず、紙に書いたものの、それをどこかに置き忘
れ。キッチンでは分量を間違える、鍋をこがすな
ど、トラブル続出。レストランで働けることは嬉
しいと言いながらも、暗い目で、「発病前の仕事
の方が自分にあっていた。こんな病気になるには
自分は若すぎる。ねえ、あなたもそうなんでしょ
う？」と同調してくれる人を探す人。同じ病気を
持つ仲間たちは、そんな人たちを助け、慰めあっ
て仕事を続けます。そして失敗、混乱、悔しさ、
悲しさを抱えながらも、失敗を笑い飛ばし、
「ここで働く事は楽しい、同じ病気の人に会えて
嬉しい、自分たちは一般社会で要求されるテン
ポと異なるけど、自信がついたよ」、と口を揃え
て言います。家族が食べに来ると誰もが一段と嬉
しそう。そしてそんな姿を見て、家族は、「こん
なに元気で楽しそうな様子は発病以来、見た事
が無かった。このプロジェクトに参加してもらっ
てよかった」と涙をこぼします。　 

番組では各家庭での様子もいくつも撮影され
ていました。 
• 病気の男性が、「僕には思春期の男の子がい

るが、病気でこんなに変わってしまった自分

には、もう会いたくないのだと思う。以前は
いろんなことを一緒にしたのに。」 

• 病気の母を持つ息子は「今はまだ、自分のこ
とを認識してくれるが、いつの日か、母はそ
れができなくなる。母と僕は、いつさような
らを言うのだろう」 
沢山の政治家がプロジェクトに招かれて様子

を見に来ていました。また、医師による、アルツ
ハイマーについての解説も番組に盛り込まれてい
ます。一口にアルツハイマーと言っても、無表情
になってしまうタイプがある一方で、可笑しなこ
とばかり言い続けるようなタイプもあり、沢山の
種類があるそうです。　何れにしてもこうやって
働くことが良い事は医学的にも明らかなようで、
プロジェクトの前と後に小テストをして、その結
果が改善していることを番組では紹介していまし
た。 

小テストの例：「この紙を右手で受け取り、
二つ折りにして、膝の上においてください」「時
計の文字盤の絵を描いて」など。　　　　　　　　　　　　　　 

🌱 自分と同世代、むしろ若い人の方が多い事に
ショックを受けながら、このなかなか見応えの
ある番組を楽しみました。番組の司会役の
Johnny de Molが明るく上手に立ち回っていま
す。ぜひ一度ご覧ください。Seizoen 1と 2があ
ります。　　　　　　　　　　　　　　　（東） 

https://www.kijk.nl/programmas/restaurant-misverstand  
　 

　　　　　

https://www.kijk.nl/programmas/restaurant-misverstand
https://www.kijk.nl/programmas/restaurant-misverstand
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　　日蘭両方のプロジェクトを見て

日本でもオランダでも、立ち食い蕎麦店、ハンバーガー店はもちろん、レストランでさえも、
「注文とりはコンピューターに任せる。その方が正確で人件費節約になる」という所が増えてい
ます。　ヒトを、その正確さにおいてコンピューターレベルに引っ張り上げる事は所詮、無理。
そしてヒトは仕事をしたくてもコンピューターに取られてしまって無い。　つまりヒトは、コン
ピューターに支配された住みにくい社会を自ら作った、と言っても過言ではないと思います。 

レストランでの仕事に限らず、「与えられた仕事を、間違えず、そしてスピーデｲーにこな
せ」、という面では、日本社会の方が通念が厳しいかもしれません。日本人独特の生真面目さが
災いしているのでしょうか？
「間違いやゆっくりさを受けとめる寛容さを持って。人はいつも完璧じゃあないさ。第一、あ

なただっていつこんな病気になるかわからないんだよと呼びかけられているような、日蘭のこれ
らの二つの取り組みには、ほんわかと好感が持てました。                                                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(東)

「このもみじはVU大学の植物園内にあります。この
コロナ禍でも植物は毎年綺麗な花を咲かせたり紅葉の
赤さで私たちの目を楽しませてくれます。入園料は無
料ですので是非お越し下さい。わたしはここで日本庭
や盆栽の世話をボランティア活動しています。」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河南笑子

’蝶々の木’ は 好きな植物の一つ。 

2022年の夏の終わり頃に、また咲いてくれ
ますように。　　　　　　　　　　　東雅子
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役員会より 

            📢     2021/2022年度（2021年９月～2022年8月）年間寄付納入のお願い 

　　             ナルクオランダは年間寄付（year contribution)を22ユーロと設定しています。 
　                運営に必要な諸経費（消耗品費、HP管理費、ZOOM利用費など）に充てています。 
　                どうぞ御協力お願い致します。　 
　　　　　　 振込先：口座名　stichting NALC Holland 
                               口座番号　NL67INGB0006896387 
　                 振込みの際に、2021/2022 contribution と記載をお願い致します。 
　                 連絡先：kayenkayo@gmail.com 

            📢    ボランティアポイント申請用紙提出のお願い 

　　             ボランティア活動によって得られたポイントは、規定の申請用紙に記入の上、 
　                下記メールアドレスに送信してください。どうぞご協力をお願い致します。 
                   連絡先： emiko@kannan.jp (NAC) 、 kayenkayo@gmail.com 
　          *     ポイント申請用紙は、NALC Hollandのサイト（ nalcholland.nl ）でダウンロード 
                   できます。（メインページ　→ 時間預託システム　→ 時間預託システムの使い方 
　                → ポイント申請用紙（ワード＆PDF）） 
    

　　　　📢    会計報告と活動報告が、サイトに更新されました。 
　　　　　　 http://nalcholland.nl/category/financial-activity-report/ 
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